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修了式
修了証明書・皆勤賞授与

皆勤賞
２０１０年度

ボランティア・リーダー養成講座
生協連 太郎

あなたは「東京都生活協同組
合連合会災害ボランティア･リー
ダー養成講座」に於いて全講座
受講されました。
よってここにその努力を賞します

２０１１年２月２６日
東京都生活協同組合

連合会
専務理事 竹内 誠

７月１８日（土）よりスタートした第１０期コープ災害ボランティア・リーダー養成講座全８回の修了式が２月２６日（土）に行なわ
れました。 修了書の授与とともに、これまでの講座の振り返りも行ないました。

東京都都生協連の竹内専務理事
から、災害は忘れた頃ではなく、い
つでもやってくる。災害だけでなく、
いろいろな視点でまちづくりに関わ
ることを期待する挨拶がありました。
今年度の第１０期講座受講生２９

名がコープ災害ボランティア・ネット
ワークの仲間となりました。
２０名が修了証明書を受け取り、

そのうち３名に皆勤賞と記念品が
贈呈されました。

皆勤賞のみなさん

全講座を映
像で振り返り、
座談会へつな
げました。

講座の振り返り

いろいろな体験が出
来てよかった。
どうしたらよいのか
考える力がついた。
周りに伝えたい。

受講した感想や、今後
の講座や活動につい
て話しました。

リクエストに応えて、実
技の復習をしてくださっ
た連合東京ボランティア
サポートチームの熊田さ
ん、佐々木さん

受講生の今後の
活動に期待と励
ましの言葉を東
京災害ボラン
ティアネット
ワーク事務局長
の上原さんから
頂きました。

的屋代表幹事か
ら、今後の講座
の持ち方の方向
性も含め、コー
プ災害ボラン
ティア・ネット
ワークの会員と
なる歓迎の言葉
がありました。

親子で皆勤賞。
開講式では、
まだ歩けな
かったけど、
上手に歩ける
ようになりま
した。

講師の福田さんの
リードで楽しく、
今後のことも語り
あえました。

車座座談会



最後の講座終了後は、お疲れ様とコープ災害ボランティ
ア・ネットワークの会員となった歓迎の交流会を行い、親睦
を深めました。

講座を終えて 受講生の感想より

♪皆さんのいろんなご意見、大変ためになりました。災害時の救出以前に（声をかけるなど）できることをやろうとす

る気持ちを忘れずにいたいと思いました。

♪皆さんの感想が聞けて良かったです。これから他の人にもこの講座のことを伝えたいです。

♪いろいろな方の感想を伺えて、自分で学んだもの以上の学びがありました。

♪８回振り返るとアッという間でした。この講座で得た知識が風化しないようにしたいと思いました。

♪思いを共有して、修了を分かち合えたワークが素晴らしかったです。

♪声をかけるということ。得意なことです。何かあった時、お役に立ちたいと思います。

♪とても有意義な体験をさせていただき、感謝しております。イザ！という時に学んだ事を活かせたら良いので

すが。忘れないように日常生活でも気をつけて防災準備など万全にしておきたいな、と思っております。

♪大変勉強になりました。常に当事者意識で物事にあたりたいと思います。

♪職場にもどり、勉強した事を多くの人に伝えたいと思います。

♪この講座でいろいろなことを学びました。街を歩いていてもＡＥＤがある場所を確認したり

します。講座を受ける前には考えられないことです、主人にも人工呼吸は覚えて欲しい。

学んだ事を地域に伝えていきたい。

♪私にとっては、申し分の無いとても充実したプログラムでした。

♪他人まかせにしない。一歩踏み出す勇気が出ました。ありがとうございました。

♪素晴らしい修了証ありがとうございます。職場のミーティングで披露します。

幹事の中村さ
ん、西さんの
司会進行で、
交流会が盛り
上がりました。

クイズで盛り上が
り、テーブルでの
交流がより深まり
ました。

ここからがス
タート。大矢副
代表幹事からの
歓迎の挨拶。


